
ロ』

～

91/11/1４
IGeVリニアック検討資料

長パルスモジュレータ用サイリスタスイッチ題目(TITLE)

著者(AUTHOR) 川村真人穴見昌三小野正明工藤喜久雄久保忠志
僻 久保田親高崎栄一竹中たてる木原元央

概要(ABSTRACT)

letwork (pfn)．From a viewpoint of reliable operation and longm企time, however, it seems

hrough a pulse transformer・In this report, we describe the design considerations and repon
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proton  linac  had  used  two  thyratrons   in   parallel   for  discharging  a  pulse   forning  neい丹wk (pfn).   From  a
viewpoint㎡reliable叩eration and tang lifetime, however,   it seems  tl皿曲yratrons are not prefＥrable   forａｌｒ
use㎡long-pulse and high-average cunEnts (now,   15 A註㈹0 ps pulse width and, final, 23 A at 600 us) ;
therefore we must develop tlie use㎡thyristors in place of the thyratrons.   Recently a full rale thyristor switch
which ft】ⅢiⅡs to our requiermcnts has been completed, and tested in tlie modulator with a klystron load through
a pulse transformer･In this i℃port, a入心describe the design considerations and iEport test results.

長パルスモジュレータ用サイリスタスイッチ

1 . は じめに
JHPIGeV陽子リニアック用のクライストロン・モジュレータ(1X2)は、これまでパルス成形回路p

FN)の放電スイッチに２本のサイラトロン(F-2 5 9,   I TT)を用いていた。しかしモジュレータに
要求されるのは“長パルス、大平均電流”（現在、パルス幅: 4 o o u s、平均電流: i 5 a、最終性能、
60 0 / s、2 3 A)であり、この性能で確実に運転させなおかつ長い寿命を期待するにはサイラトロンは
不向きと考えられる。したがってこのPFN放電スイッチを固体化する必要がある。その場合に問題となっ
たのがオン電流上昇率(d i/d t)の許容値である。サイリスタでは非繰り返し時の値のみ明らかにきれ
ており、新たに繰り返し動作時での試験を行なう必要が生じた。そして日立CSP300A3 5という普通
サイリスタを用いて高di/dtでの耐量評価試験を行なった結果、パルス幅: 6 o o浬ｓ、繰り返し: 5
OHz、電流ピーク値: 7 5 0 A、d i/d t = 10 0 A/ sで長期の使用に耐えることがわかった。こ
れは本モジュレータのPFN放電スイッチの必要性能である。
この様な結果のもとに昨年度この普通サイリスタを６個スタックした常用耐圧9 kVの縮小モデルをモジ

ュレータに組み込みPFN充電電圧1 0 k Vで試験を行なった(3)。そして今回６スタック５直列、常用耐圧
45 kVのフルモデルを製作、同試験を行なった。以下にフルモデルの仕様および試験結果を示す。

２．サイリスタスイッチの仕様
今回製作したサイリスタスイッチの仕様は次のとおり。

◎スイッチ仕様
（１）定格電圧
（２）定格電流
（３）パルス幅
（４）繰り返し（矩形波パルス電流）
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図1.サイリスタスイッチ回路図 図２ サイリスタスイッチ外観
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図３．
ケート電圧(2 V/d i v

図４ 図５
） 上：クライストロンカソード サイリスタアノード電圧

詞王 ）
下：クライストロンカソード
電流(4 0 A/d i v ）
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